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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、T細胞で発現する細胞内チロシンキナーゼをコードしています。このタンパク質は、細胞内キナーゼによく見られるSH2ドメインとSH3ドメインの両方を含んでおり、T細胞の増殖と分化に関与していると考えられています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	赤: コントロール抗原 (100 ng); 紫: 抗原 (10 ng); 緑: 抗原 (50 ng); 青: 抗原 (100 ng);
	

	Jurkat 細胞溶解物に対する ITK マウス mAb を使用したウェスタン ブロット分析。
	

	ITKマウスmAb（緑）を用いたJurkat細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。
	

	ITK マウス mAb (青) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Jurkat 細胞のフローサイトメトリー分析。

